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話 

題 

 

写
真
展
で
は
、
訪
れ
る
方
と
の

様
々
な
出
会
い
や
発
見
が
あ
る
。

今
回
も
一
人
の
女
性
が
、
「
自

分
は
報
国
隊
と
し
て
大
橋
兵
器

工
場
で
被
爆
し
た
。
だ
が
、
周
り

で
生
き
残
っ
た
の
は
一
人
だ
け
、

こ
れ
ま
で
辛
く
て
話
を
す
る
の
は

数
十
年
ぶ
り
だ
。
」
と
そ
の
日
の

情
景
を
ひ
と
つ
ず
つ
確
認
す
る
よ

う
に
辿
り
な
が
ら
語
っ
て
く
れ

た
。 そ

れ
は
、
「
被
爆
、
父
や
友
の

死
、
病
と
の
闘
い
。
」
辛
い
内
容
で

あ
っ
た
。
そ
の
体
験
が
悲
惨
な
ほ

ど
言
葉
に
な
ら
な
い
方
は
多
い
。

し
か
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
言

葉
に
は
無
限
の
重
み
が
あ
り
、
力

が
あ
る
。
六
十
二
年
目
の
今
と
な

っ
て
は
、
原
爆
祈
念
日
で
さ
え
家

族
の
会
話
に
「
原
爆
」
の
話
題
が
の

ぼ
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
心
配
に
な
る
。 

彼
女
の
体
験
を
聞
き
、
そ
の
想
い

を
受
け
継
い
で
く
れ
る
新
し
い
芽

が
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 
 

ま
た
、
別
の
方
か
ら
は
「
長
崎

大
学
の
慰
霊
碑
は
ど
こ
に
あ
り
ま

す
か
？
」と
の
お
尋
ね
が
あ
っ
た
。 

お
話
を
伺
う
と
「
祖
父
は
大
学

の
事
務
職
員
で
構
内
で
被
爆
死
し

た
が
、
祖
母
は
被
爆
以
前
に
亡
く

な
っ
て
お
り
、
家
に
は
何
も
残
っ
て

お
ら
ず
、
最
期
の
場
所
さ
え
不
明

な
の
で
す
。
」
と
言
わ
れ
る
。
長
崎

大
学
と
は
、
当
時
の
長
崎
医
科
大

学
で
あ
る
。 

そ
の
日
は
可
能
な
限
り
の
調
査

を
お
約
束
し
、
最
終
日
に
、
長
崎

医
科
大
学
原
爆
記
録
集
よ
り
、
故

人
の
名
前
の
記
載
が
あ
る
ペ
ー
ジ

や
職
員
の
様
子
が
書
か
れ
た
手
記

の
コ
ピ
ー
、
大
学
構
内
に
あ
る
芳

名
碑
の
お
名
前
の
箇
所
の
写
真
等

を
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

「
両
祖
父
母
を
早
く
亡
く
し
、
こ

の
よ
う
な
形
で
は
あ
る
が
、
初
め

て
祖
父
の
存
在
を
感
じ
た
。
」
と
目

を
潤
ま
せ
「
帰
っ
て
母
に
見
せ
ま

す
。
」
と
足
早
に
去
っ
て
い
か
れ

た
。 

 

  

夏
休
み
期
間
中
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
多
く
の
小
中
学
生
の
見
学

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
平
和
に
対
す

る
思
い
を
表
現
し
て
も
ら
お
う

と
、
色
と
り
ど
り
の
カ
ー
ド
を
用

意
し
た
。 

『
世
界
平
和
』
『
命
』
『
笑
顔
』
『
幸

せ
』
子
供
た
ち
の
言
葉
は
素
直
で

自
由
で
あ
る
。
三
歳
に
も
満
た
な

い
男
児
は
笑
顔
の
家
族
の
絵
を
描

い
て
く
れ
た
。
平
和
な
現
在
だ
か

ら
こ
そ
描
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
か

も
し
れ
な
い
。 

そ
れ
ら
の
中
で
『
「
平
和
」
と
は

何
な
の
か
。
今
、
子
供
が
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。
』
と
の
男
子

高
校
生
の
一
文
が
目
に
留
ま
っ

た
。
こ
の
写
真
展
が
現 

状
を
見
つ
め
、
平
和
に
つ 

い
て
考
え
て
く
れ
る
き
っ 

か
け
に
な
れ
ば
、
と
願
っ 

た
。 

子
供
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

  

F
o
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t
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i
n

t 

第２号 

「
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真
展
」

８月１日から３日間、第二回「ナガサキ原爆写真展」を長与

町のＪＲ長与駅コミュニティーホールで開催した。 

台風の影響で、中日の来場者は少なかったものの、３日間で 

計 380 名余の方が訪れた。  



 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
  

 

四
回
目
の
「
県
外
原
爆
展
」
参

加
、
こ
れ
ま
で
の
開
催
都
市
で
は
た

だ
広
い
だ
け
で
ま
と
ま
り
の
な
い

会
場
が
あ
っ
た
が
、
高
知
展
の
会
場

は
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
良
い
雰
囲

気
だ
っ
た
。
初
日
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
に
は
地
元
テ
レ
ビ
局
三

社
、
新
聞
は
数
紙
が
取
材
に
来
て
い

た
。
地
方
で
の
開
催
に
は
マ
ス
コ
ミ

の
関
心
が
高
い
よ
う
だ
。
期
間
中
、

一
千
人
余
り
の
市
民
が
訪
れ
た
と

い
う
が
、
山
端
庸
介
氏
撮
影
の
“
浦

上
駅
ホ
ー
ム
で
爆
死
し
た
母
子
”
の

写
真
を
見
つ
め
て
い
た
若
い
主
婦

は
、
「
や
は
り
こ
こ
で
見
る
写
真
は

違
い
ま
す
ね
、
原
爆
は
む
ご
い
」
、

と
涙
ぐ
ま
れ
て
い
た
。
な
お
語
り
部

は
谷
口
稜
曄
氏
が
出
席
、
初
日
の

午
前
と
夜
の
二
回
、
被
爆
体
験
を

語
ら
れ
た
。  

 
 

 

【堀
田
武
弘
】

な
お
慰
霊
碑
横
の
芳
名
碑
に
は
、
市

内
最
多
の
殉
難
者
名
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。 

長
崎
造
船
所
所
員
一
、
二
六
九
名 

長
崎
兵
器
製
作
所
所
員
一
、
七
一
七

名

（
含
徴
用
工
・
女
子
挺
身
隊
員
と

所
員
）
、 

学
徒
報
国
隊
員
一
、
二
三
七
名

（
造

船
・
兵
器
両
方
の
学
徒
犠
牲
者
） 

総
計
四
、
二
二
三
名 

※
詳
細
名
簿
を
室
園
が
保
管
し
て
い
ま
す
。

【
室
園
久
信
】 

今
月
の
一
枚 

三
菱
長
崎
兵
器
製
作
所
住
吉
ト
ン
ネ
ル
工
場 

空襲に備えて赤迫・住吉地区にまたがる山腹をくり抜

いて、６本のトンネルが作られていた。 

（現在、住吉側からトンネルの様子が見られる。） 

撮影：１９４６～４７(昭和２１～２２)年頃 撮影者：石田 寿

 

毎
年
、
全
国
で
開
催
さ
れ
て
い

る
「
県
外
原
爆
展
」
、
本
年
最
初
の

原
爆
展
は
四
国
の
高
知
市
で
開
か

れ
た
。
八
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま

で
の
九
日
間
、
郷
土
の
偉
人
・
板
垣

退
助
に
ち
な
ん
で
建
て
ら
れ
た
市

立
自
由
民
権
記
念
館
で
開
催
さ
れ

た
。 

 

照
り
つ
け
る
太
陽
の
中
、
白
髪
や

禿
頭
の
方
々
が
慰
霊
碑
の
前
に
集

い
、
六
十
二
年
前
焼
け
爛
れ
針
鼠

の
よ
う
に
な
り
な
が
ら
、
水
を
求

め
て
さ
迷
い
、
亡
骸
も
骨
も
知
ら

れ
ず
散
り
果
て
た
仲
間
た
ち
の
慰

霊
祭
に
参
列
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
被
爆
直
後
の
兵
器
大
橋

工
場
（
大
橋
町
）
、
県
立
盲
唖
学
校

工
場
（
橋
口
町
）
、
三
菱
工
業
青
年

学
校
工
場
（
浜
口
町
）
、
城
山
国
民

学
校
、
兵
器
茂
里
町
工
場
、
造
船

幸
町
工
場
等
の
写
真
を
展
示
、
被

災
者
が
救
援
列
車
に
群
が
る
様
子

を
描
い
た
絵
（
西
町
踏
切
・
寺
井
邦

人
画
）
も
併
せ
て
展
示
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
写
真
や
絵
を
見
な
が
ら

当
時
を
偲
び
、
仲
間
を
思
い
瞼
を

潤
ま
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

造
船
所
の
要
望
で
展
示
は
十
六

日
ま
で
行
い
ま
し
た
。
寮
生
は
大

卒
の
県
外
者
で
、
自
分
達
の
生
活

の
場
が
、
破
壊
と
受
難
の
場
で
あ
っ

た
こ
と
を
知
り
、
認
識
を
改
め
た

そ
う
で
す
。
長
大
文
教
キ
ャ
ン
パ
ス

の
学
生
達
も
知
ら
な
い
方
が
多
い

の
で
は
、
と
思
い
ま
し
た
。 

 
県
外
原
爆
写
真
展 

真
珠
湾
雷
撃
の
里
で
の
原
爆
展 

 
 

（
三
菱
造
船
所
昭
和
寮
） 

  

田
賀
井
篤
平
東
大
総
合
研
究
博
物
館

名
誉
教
授
の
著
書
第
二
弾
、
「
石
の
記
憶 

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
」
が
七
月
二
五
日
、

智
書
房
よ
り
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
定
価

一
、
二
〇
〇
円
（
＋
税
）
で
す
。
お
求
め
は

市
内
各
書
店
で
。 

 

写
真
調
査
部
会
で
は
、

皆
様
の
ご
意
見
・
ご
感
想
・

ご
質
問
な
ど
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

 

本
の
ご
紹
介 

 


